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論文内容の要旨

g を複素単純リ一代数として， g = g ( -1) + g (0) + g (1)と次数付けられているとする。 G , G(O) 

をそれぞれ g , g(O) に対応する複素連結リ一群とする。乙の時ビ、ンベルグの定理により，対 (G(O) , 

g(土1})は， G(O) の随伴作用lとより，佐藤の意味で概均質ベクトル空聞になる。特に乙の概均質ベク

トル空間が，既約かっ正則で、あるとき，可換放物型既約正則概均質ベクトル空間と呼ばれ，ムラー， )レベ

ンターラー，シフマンらによってその構造，特に G(O)の g(土1)の作用に関する軌道分解，相対不変式に

対する b-関数の決定など，が研究された。しかし乙れらの研究は， G(O) の作用の研究であり，元のリ

一群G の作用 iζ関しては，何ら研究がなされていなかった。

本論文では， g の相対不変式の複素べきへの作用に対して，以下に述べるような興味深い性質がある乙

とを示した。

Qをg のリ一部分代数 g(O) +g(1)に対応する Gの閉部分群とする。 乙のとき商空間 G/Q上の直線束

へのGの左移動を微分する乙とにより g の普遍包絡代数U(g)から G/Qの上の正則関数係数の微分作用素

全体のなす代数 Ð(G/Q) への準同型写像が定義できる。乙の準同型写像を用いて， g (-1)上の相対不変

式の複素べきへの U(g) の作用を定める乙とができる。

本論文では. gが古典型で、あるときに上で決めた相対不変式の複素べきへの作用により， gのある種の最

高ウエイト表現が実現できる乙とを示し，しかも乙の表現が既約になる乙とを証明した。特に乙の既約表

現の実現によって， b- 関数の零点と一般化されたノてーマ加群の可約点の対応が; b-関数を定義する微分
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方程式を通じて，自然な形で説明される。

論文審査の結果の要旨

菅修一君の研究は，複素単純リ一環の(一般に無限次元の)既約表現に関するものであるo このような

表現のうち，表現空間内に最高ウェイトベクトノレと呼ばれる基準ベ、クトルが存在するようなもの，即ち最

高ウェイト表現が特に重要である。最も簡単な複素単純リ一環であるランク 1 の特殊線型リ一環の場合は，

変数z の複素べき zλ を最高ウェイトベクトノレとし，それに適当な微分作用素を作用させる乙とによって，

すべての既約最高ウェイト表現を実現することができる。菅君は，乙の構成を一般化して，古典型の複素

単純リ一環のある種の既約最高ウェイト表現に対して，特別な多項式/の複素べき f À. を最高ウェイトベ

クトルとするような実現を与えることに成功した。

タを複素単純リ一環として，タ = r; ( ー1)+タ(0)+ タ(1)と次数付けられているとする。 G (0) をタ (0) に

対応する複素リー群とする。乙の時，対( G (0) , r;(土1))は， G (0) の随伴作用により，概均質ベクトル

空聞になる。特に，この概均質ベクト jレ空間が既約かっ正則であるとき，可換放物型既約正則概均質ベク

トル空間と呼ばれ，詳しい研究がなされているo 特にG(O) の r;(-1) への作用iζ関する相対不変式fや対

応するベルンシュタインー佐藤多項式 b (s)の形が具体的に知られている。タの普遍包絡環U(タ)から

タ(--1 )上の正則関数係数の微分作用素のなす環への準同型写像を自然に定義する乙とができ，乙の写像

を通して U(U) は相対不変式fの複素ベき f ﾀ ~乙作用する。菅君はこの論文の主定理において， u が古

典型のとき，すべての A に対して， U(U) fÀ が/えを最高ウェイトベクトルとする既約最高ウェイト

表現であることを証明した。乙の定理の系として U(U) fﾀ. に対応する Verma加群の可約性が b (s) 

の零点を使って判定で、きることが導かれた。乙れは J . C. Jantzen による結果の全く異なる立場からの

別証明である。

以上，本論文における菅君の研究は，複素単純リ一環の無限次元表現の理論と概均質ベクトノレ空間の理

論の聞に新しい関連を見出したもので，両理論iζ寄与するところr 大であり今後の発展も期待される。

よって理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認められる。
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